
飯下建設産業労働組合連合会では例年の事業となっている「市町村要請行動」

を実施しました。２０２３年１１月８日（水）と１１月９日（木）の２日かけ、

飯田市と下伊那郡の全１４市町村を訪問しました。１０月、１１月は全国の市

町村長が予算要求や陳情のため、東京へ一堂に会することが多く、昨年に引き

続き今年も全首長が不在で、副市長（副町長・副村長）や担当部課長の対応に

なりました。そんな中、下條村では、昨年の要請の際に、飯山市の職人技能後

継者育成支援事業について、「大変興味深く、当村でも検討したい。」と回答を

いただいていましたが、2023 年４月から「職人技能後継者育成支援事業補助金」

として村内で建築関係等の技術及び知識の継承のため後継者の雇用及び育成を

行う事業所に対し、後継者一人当たり一月につき５万円を補助（雇用の日から

３年間を限度）が施行したと、うれしい報告がありました。さらに、職種も建

築関係等と幅広く、飯山市より条件が緩和されていました。 

https://www.vill-shimojo.jp/gyousei/gyousei-info/kakuka/soumu_osirase/files/R5hojyoitirann.pdf

下條村役場への要請の様子。この際に飯山市の制度創設の要請内容を見て、

今年度から下條村でも施行していることが報告された。 

写真左から、飯下：林悦雄会長に続いて右下に副会長５人。（２人写っていま

せんが副会長は全部で５人）写真右から、下條支部：熊谷秀一副支部長、古田

眞人支部長（中央、白い上着の方が、昨年も対応の宮島俊明副村長） 
















